
【対象となった建設工事】

主 な 取 組

①鋼管杭の施工時における傾き誤差をデジタル水平器と光波測器の併用により最小化し、上部
工部材が確実に架設できるよう取り組んだ。②鋼管杭建込時の定規材として用いられる導杭・導
枠に変えて台座コンクリートを提案し、工期の短縮を図った。③鋼管杭建込及び桁架設作業に使
用する単管足場に変えて独自の鋼製足場を提案し、作業効率と安全性の向上を図った。

木曽建設事務所
工 事 箇 所 (国）256号　木曽郡南木曽町　幸助（漆畑拡幅）

最終契約額 1億4,468万8千円
工事

概要

立体ラーメン式鋼製桟道橋L=40ｍ　W=6.0（7.5）ｍ
上部工　格点桁　鋼材重量　W=29.5ｔ
下部工　鋼管杭Φ500　N=16本
現場塗装工　59m2契 約 期 間

自　平成29年11月27日
至　平成30年10月31日
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